
L

T

一

し

ま

し

ょ

う

。

一

m
-
;
l
司

Y

1
二

一

酌

F
F恥
1
一
⑨
家
庭
で
の
行

事

一

所

別

役

印

1
一
ω家
中
揃
っ
て
「
お
じ
い
弐
-ん
」
一

行

抑

H
じ
叩
一
「
お
ば
あ
さ
ん
」
を
中
心
に
感

一

J
d
-l
つ

二

発
肘
付
所
目
一
謝
の
一
日
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

崎
別
作
一
同
「
と
し
よ
り
の
日
」
を
機
会
に

畏

大

印

定

一

T

一
祖
先
の
墓
参
老
い
た
し
ま
し
ょ

う。
ム
市
の
実
施
事
項

的
お
祝
記
念
品

(
菓
子
器
)
を
高

令
者
八
十
五
才
以
上
百
二
名
の

方
に
贈
呈

同
最
高
令
者
大
村
市
陰
平
郷
永
田

シ
モ
さ
ん
(
一

O
O才
)
に
対

し
て
は
昨
年
記
念
写
真
を
贈
呈

し
た
の
で
、
今
年
は
次
高
令
者

竹
松
宮
小
路
松
尾
モ
リ
さ
ん

一九
十
五
才
一
に
記
念
写
真

(額

縁
共
)
を
贈
呈
す
る
。

(
福
祉
事
務
所
)

ム
日
時
、
場
所
九
月
二
十
三
日

一
七

ツ

釜

鍾

乳

洞

探

訪

一

O

市
で
は

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

一
t
3
2
H
1

一

号

本
年
四
月
話
法
が
ぶ
改
正
さ
一
実
公
民
館

一
は

刊

日

に

延

期

二

予

算

節

減

の

一

旬

れ

て
、
話

免

許
U
甲
部
、

乙
田
一
八
書
官

寝

泊

に

関

す
る
一大

詰

光

協

会

で

は

九

月

七

日

実

一

…

市

川

ル

ば

山

中

皇

、
お
よ
び
空
気

;tの
た
一
法
令
寝
起
献
の
判
別
誠

一施
予
定
の
喜
七
ツ
第
九
問
実
二

3
23

め
の
丙
種
雲
む
)
恥
引
け
る
に
一

具
の
取
扱

-訪
を
、
台
風
余
波
の
た
め
巾
止

ω一
一

巻

隠

し

、
新
た

湖

一

は

、
県
さ
つ
狩
猟
者
警

護

一

A
菜
料
は
無
料

一た
の
で
、
あ
ら
た
め
て
九
月
十
四

一
一

に

o
出
張
所
管

一

一

一
一

理

人

。

を

置

く

講
ず
る
か
、
ま
た
は
狩
猟
に
つ
い
一
ム
受
訴
テ
キ
ス
ト
は
当
日
無
償
配
一日
実
施
し
ま
す

。

一

;
!
li

、、1j

一

て

必

要

な

知

識

が

あ

る

と

認

め

ら一

布
し
、
受
融
証
明
書
は
会
終
了
一参
加
希
望
の
方
は
九
月
士
百
正
字
書
と
と
に
決
め
た

か

一

一

れ

る

と

と

が

、

必

要

と

な

り

ま
し
一

後
交
付
、
話
用
具
、
印
鑑
、

一午
ま
で
観
光
協
会
ヘ
会
費
(
三
百

一

目

的
は
職
員
の

8
一

一

一

一

一
当
直
制
に
よ
る
事
務
処
理
(
時
間

た
。

一
弁
当
を
持
容
し
て
く
だ
さ
い
。

一円
)
巻
添
え
て
申
込
ん
で
く
だ
さ一

け
一

…し

…

乙
の
講
習
会
が
次
の
要
領
で
行
な

一

(

農

林

課

)
一
ぃ。

(
大
村
観
光
協
会
)
一
外
で
も
緊
急
度
合
い
そ
勘
案
し
て

一

一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
|
一
市
民
の
サ
ー
ビ
ス
に
当
る
)
や
備

一一

志

望

当

官

な

i
i
j
jニ
人

の

児

童

手

つ
一
品
の
管
理
室
に
は
か
な
ら
て

一一
り

一

一

一

司

二

一
も
従
来
の
当
直
制
を
踏
襲
せ
ね
ま

け

一一
帥

一

一初

出

…

一

一

部

一

一
十

日

一

コ

一知

一

一

一

一

訪

日

日

刊

誌

九

訴

訟

だ

一…

い

一

一の
混
雑
を
さ
7
る
た
め
こ
も
、
な
一
納

3
段

て

一言

、
郡
川
選
附
近
の
深
み
に
一

。
に
よ
る
運
営
が
正
規
職
員
に
よ

一
る
べ
く
受
講
幻
れ
る
よ
引
お
す
す一

の

~

時

間

一落
ち
お
ぼ
れ
か
か
っ
て
い
た
竹
松
一
三
百
制
よ
り
、
経
世
の
節
減

政

一

一を

一

一

一

税

率

一

一
(
年
間
約
六
十
万
二
八
時
間
の

一の
J

支
ず
。

一
月

日

リ

く
一

小
学
校
凶
年
荒
木
随
一
君

(
9
)
一

一
一日
ソ

…

γ
11
1
1
11
11
1
1

一

五

~

よ

一

一
頭
凶
労
働
後
に
お
け
る
緊
張
感
の

市

一

:

一

一

一

巨

γ
一ど
同
二
年
岩
崎
茂
吉
君

(
7
)
の
一
日

登
録
の
手
続
き
て
く
だ
さ
い。

一
学
校
教
育
法
に
定
め
る
義
務
教
育
一

寸

悶

む

1
一

一
継
続
よ
り
霊
的
で
あ
る
。
と
い

村

一

い

…

里
親
と
は

保
護
者
の
な
い
児
一
を
終
了
し
た
も
の
を

自

己

の

家

庭

一

一

肌

竺

む

時

立

点

目

一

う

の

が

主

管

課

お

い。

大

一

一と

…

日

間

同

町

民

主

計

百

駐

日

一

…

;
j
j
j一

一人
工
呼
吸
を
施
い
乞

さ

せ

た

一

ま

れ

れ

れ

詰

詰

一

ム

実

施

期

間

九
月
一
祉
週
間
行
事
の
一
望
し
て
実
一

室
、
パ
ス
、
映
画
館
そ
の
他
一
保
護
者
の
な
い
児
童
た
ち
を
幸
福

一実
施
さ
れ
ま
す
が
、
長
震
で
も

一せ
る
こ
と
が
不
適
当
で
あ
る
と
認

一応
じ
独
立
自
活
に
必
要
な
指
導
を
一

は

問

料

理

教

室

一上
、
事
君
の
バ
イ
ク
で
自
宅
へ

一
を
そ
の
ま
ま
、
新
し
い
気
分

量

乙
十
五
日
を
「
と
し
ょ
り
の
日
」
一
日
付
し
て
い
た
だ
く
さ
つ
お
願
い
一

集
合
の
場
所
な
ど
で
座
席
を
優

τす
る
た
め
、
乙
の
た
び
厚
生
省
一そ
の
進
展
を
図
る
た
め
こ
の
運
動
十
め
ら
れ
る
児
童
を
親
身
に
な
ぞ
一
す
る
と
と
を
希
望
す
る
者
。
一
ム
日
時
、
場
所
九
月
十
七
日
午
一送
り
届
付
た
。
(
庶
務
課
)
一
朝
の
職
員
出
動
ま
で
禁
致
る

お
川
一

九
月
十
五
け
か
さ
土
星
一
し
ま
す
。

一

先
的
に
諮
る
よ
う
に
い
た
し
ま
?
と
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
が
者
五
推
し
進
め
る
乙
と
に
な
り
ま
し

亙

育
ず
る
こ
と
を
希
望
す
る
も
の

一い
ず
れ
も
都
道
府
県
知
事
が
適
当
一
後

一
時
一一一
十
分
か
ら
一

言

干

一

1

1

1

1

J

l

一も
の
で
火
災
、
産

主

主

あ

こ
で
の
七
日
間
を
「
と
し
よ
り
の
一
の
養
老
施
設
を
訪
問
し
て
慰

害

一

し

よ

う

。

一

し

、

全

国

里

親

連

合

会

協

力

の

も

一た

。

一

職

親

(保
護
受
託
者
了
と
は

一と
認
め
る
も
の

で

す

。

一

分

申

央

公

害

.
一車

に

は

ね

ら

れ

死

亡

一る
き
は
全
責
任
言
っ
て
事
仁

川
一
福
祉
週
間
」

と

す

る

。

一

る。

一
⑦
老
人
慰
川
郵
便
一
と
に
、
全
国
的
に
九
月
二
十
日
か
一里
親
並
び
に
撃
を
希
望
さ
れ
る

一保
護
者
の
な
い
児
童
ま
た
は
保
護

一

翁

一祉
事
務
所
)
三
献
立
①
シ
ャ
ガ
イ
早
の
ド
ィ

一

家
庭
で
も
交
通
知
識
を

一言

。
管
理
人
の
主
な
仕
事
と
し

引
一

A
実
施
重
次
の
事
項
に
つ
い
一
⑦
老
人
に
対
す
る
社
会
的
サ
l
ピ
一
老
人
そ
慰
問
す
る
手
紙
喜
一
平
月
二
十
日
ま
で
「
第
五
回
里

一方
は
、
室

委

員

(民
生
委
員
)
一
空
襲
さ
せ
る
ζ
と
が

i

ll
-

一
ツ
風
②
ゴ
オ
タ
と
う
ふ

一

一

て
は
誌
の
サ
イ
レ
ン
(
そ
の
地

こ

で

は

「
と
し
よ
り
の
日
」
の
福
一
暴
行
う
。

一
知
人
の
家
庭
の
老
人
に
お
送
り
子
及
び
職
習
求
め
る
運
動
」
が
7

ま
た
ま
有
伺
祉
事
務
羽
へ

2
乙
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
児
童
で
、
二

席

七

-
f
u
t
df

一
⑦
カ
ボ
チ
ャ
の
パ
イ

一

郡
中
学
校
二
年
生
本
田
秀
雲

一区
の
慣
習
に
よ
る
)
庭
、
災
害

一

1
1
1
1
1
h
E
L
-
-
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j
j
j
j
j
j
j
j
ji
)
j
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jト
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j
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i
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j
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一

花

火

写

真

何

点

応

募

一
ム
諮
問
大
村
保
健
所
関
タ
マ
ノ

一
(
H才
)
(
大
村
長
の
を
は

一に
お
げ
る
場
合
は
い
妥
で
も
な

府
一

三

万

引

川

市

計

三

ム

石

川

町

材

料

盟

主

航

れ

れ

凶

器

青

山

川

E
RUMm即

時

一向

車

記

号

以

一ム

Mrs-Ef訪

問

山

一

町

民

主

れ

れ

ば

J

m
一

一

同

同

州

判

い

判

は

い

れ

こ

れ

民

子

一戸

の

一

耕

一

時

間
日
一
第
一
期
分
一什

1
1
6
月
お
日
一
ム
野
町
長

の

と

お

り

一当

時

諮

問

主

ム

問

団

?

?

缶

詰

問

品

目

立

生

死

亡

届

)
な
ど
決
め
ら
れ
た

則
一
市
で
は
霊
密
集
地
区
を
一
中

心
と
一
山
号
除
ト
ト
引
?
と
箱
か
ら
コ
ミ
を
取
り
出
し
主
い
よ
う
に
納
入
し
て
い
た
だ
く
一
第
二
期
分
一ア

叶

一

9
A日
一1
(

開
在
市
が
問
調
出
し
て
い

一と
お
り
入
選
者
を
決
定
し
た
。

一

実
的
J
U
叫

程

度

干

計

一と
し
た
瞬
間、

前
方
か
ら
来
た
ト

一諸

お
じ
い
さ
ん

お
ば
あ
さ
ん

園田園咽.

日
を

に
感
謝
の

高
令
者
(
M
M
)
百
二
名
に
記
念
品
を
贈
る

「
と
し
よ
り
」
は
一

家
の
礎
石
、
郷
党
の
長
老
で
あ
り
、
今
日
の
社
会
建
設
者
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
功
績
そ
讃
え
る
と
と
も
に
意
識
を
認
め
感
謝
と
敬
愛
の
心
者
持
た
な
く
て

は
明
る
い
民
主
社
会
は
建
設
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
「
と
し
よ
り
」
自
ら
も
そ
の
本
分
を
自
覚
し
、
新
時
代
へ
の
協
調
と
奉
仕
者
心
掛

け
、
国
家
も
憲
法
の
精
神
に
従
い
速
か
に
そ
の
生
活
を
保
障
す
る
制
度
を
確
立
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
に
「
と
し
よ
り
の
日
」
を
設
げ、

「
問
福
祉
週
間
」
行
事
を
定
め
て
そ
の
意
義
を

高
場
し
高
令
長
寿
を
祝
い
、
福
祉
を
噌
進
す
る
運
動
が
全
国
的
に
展
開
さ
れ
ま
す
の
で

以
上
の
趣
旨
を
理
解
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

(一〉

秋
季
種
痘
を
次
の
日

割
で
実
施
し
ま
ず
か

ら
該
当
者
は
も
れ
な

く
接
部
し
て
く
だ
さ

ム
該
当
者

ω生
後
二
カ
月
か
ら

生
後
十
二
カ
月
の

乳
幼
児

(宜
後
十

二
カ
月
の
者
で
一

回
も
接
種
し
て
い

な
い
者
も
含
み
ま
す
)

ω来
年
四
月
に
小
学
校
に
入
学
す

る
児
童

川
来
町
四
月
に
小
学
校
を
卒
業
す

る
児
童

ム
接
極
料
金
一

人
当
り
十
円
の

実
質
を
い
た
だ
き
ま
ず
か
ら
と

持
参
く
だ
さ
い
。

親
の
な
い
子
を
し
あ
わ
せ
に

一
人
で
も
多
く
の
里
親
を

転
出
入
(
市
内
・移
動
を
含
む

)
の
場
合
は
町
務
辿
絡
委
員
(
町
総
代
)
を
経
由
し
て
市
民
銀

(出
張
所
」

ム
注
意

接
種
前
日
は
入
浴
レ

狩
猟
者
の
講
習
会

すまのむ、ー
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い
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